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大
原
社
会
問
題
研
究
所
五
十
年
史

【
電
子
復
刻
版
】

大
原
社
会
問
題
研
究
所
年
表

年

月
・
日

事
項

一
九
一
七

・

大
正
六
財
団
法
入
石
井
記
念
愛
染
園
創
立
総
会
大
阪
市
に
て
開
か
る
。
大
原

11

29

大
正
六

孫
三
郎
氏
常
務
理
事
に
選
任
さ
る
。

一
九
一
八

１
・

愛
染
園
新
築
成
り
開
園
式
挙
行
さ
る
。
同
園
に
附
設
さ
れ
た
救
済
事
業
研
究

30

大
正
七

室
に
つ
き
、
大
原
氏
は
「
将
来
独
立
の
研
究
所
と
す
べ
し
」
と
言
明
。

７
・

富
山
県
下
に
米
騒
動
起
り
、
こ
れ
よ
り
岡
山
、
兵
庫
、
大
阪
、
京
都
、
東
京

23

、

。

等
全
国
各
地
に
暴
動
波
及
し

軍
隊
の
出
動
に
よ
り
九
月
中
旬
漸
く
鎮
静
す

一
九
一
九

１
・

河
上
肇
氏
の
紹
介
に
よ
り
、
大
原
氏
高
野
岩
三
郎
氏
と
会
見
、
社
会
問
題
研

12

大
正
八

究
所
設
立
の
こ
と
に
つ
き
相
談
す
。

２
・
９

大
原
社
会
問
題
研
究
所
創
立
総
会
大
阪
市
天
王
寺
の
愛
染
園
に
て
開
か
る
。

研
究
所
の
事
務
所
を
大
阪
市
南
区
下
寺
町
石
井
記
念
愛
染
園
内
に
置
く
。

２
・

大
原
救
済
事
業
研
究
所
創
立
総
会
開
か
る
。

12

４
・
１

研
究
所
の
東
京
事
務
所
を
東
京
市
京
橋
区
山
城
町
統
計
協
会
内
に
設
置
す
。

消
費
組
合
実
態
調
査
実
施

４
・

社
会
問
題
研
究
所
、
救
済
事
業
研
究
所
の
合
同
会
議
大
阪
に
開
か
る
。

13

６
・
８

大
阪
に
お
け
る
会
議
で
、
両
研
究
所
を
合
併
す
る
案
を
討
議
、
決
定
す
。

７
・
４

東
京
に
お
け
る
会
議
で
合
併
案
を
承
認
す
。

９
・

大
阪
に
お
け
る
会
議
で
第
一
部
第
二
部
の
役
員
を
決
定
す
。

21

９
・

高
野
氏
国
際
労
働
会
議
の
労
働
者
側
代
表
受
諾
を
決
意
し
、
政
府
に
こ
の
旨

23
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返
答
。
労
働
団
体
の
反
対
に
あ
い
二
六
日
受
諾
を
撤
回
。

・
８

高
野
氏
東
大
教
授
の
職
を
辞
す
。

10

一
九
二
〇

１
・

森
戸
事
件
起
る
。
森
戸
、
大
内
助
教
授
休
職
。

10

大
正
九

３
・
３

森
戸
事
件
一
審
、
森
戸
氏
に
禁
錮
二
カ
月
の
判
決
。

３
・

研
究
所
規
定
一
部
改
正
、
第
一
部
第
二
部
の
区
別
を
廃
す
。
ま
た
職
制
を
改

14

正
し
、
新
に
高
野
氏
所
長
に
、
高
田
氏
幹
事
と
な
る
。

５
・
３

大
阪
市
天
王
寺
区
伶
人
町
二
四
番
地
に
研
究
所
新
築
成
り
、
移
転
す
。

５
・

『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
一
集
製
本
出
来
、
二
八
日
附
に
て
発
行
。

24

７
・
９

研
究
所
開
所
式
挙
行
。
翌
一
〇
日
、
一
般
参
会
者
招
待
。

・
８

研
究
所
主
催
読
書
会
開
か
る
。
以
後
大
阪
、
東
京
に
て
連
続
し
て
開
会
。

10
・

櫛
田
、
久
留
間
両
所
員
海
外
留
学
の
た
め
神
戸
出
帆
。

10

29
・
１

倉
敷
紡
績
会
社
内
に
社
会
衛
生
研
究
部
門
を
設
置
す
る
こ
と
に
決
定
、
ま
た

12

主
任
に
暉
峻
義
等
氏
の
就
任
内
定
す
。

一
九
二
一

１
・

同
人
社
、
研
究
所
関
係
刊
行
物
を
一
手
に
引
受
け
出
版
す
る
こ
と
に
決
定
。

26

大
正
一
〇

２
・

研
究
所
に
労
働
組
合
調
査
室
を
設
く
。

24

３
・
１

森
戸
、
大
内
両
氏
渡
欧
の
途
に
つ
く
。

７
・

東
京
事
務
所
東
京
市
本
郷
区
動
坂
一
二
二
番
地
に
移
転
す
。

31
・

大
阪
に
て
評
議
員
会
開
催
（
高
野
、
米
田
、
小
河
、
大
原
、
柿
原
、
高
田
氏

12

28

出
席
、
河
上
、
河
田
氏
欠
席

。
人
事
、
出
版
、
読
書
会
等
に
つ
き
協
議
決

）

定
す
。

一
九
二
二

５
・

大
原
社
会
問
題
研
究
所
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
一
号
（
大
内
『
資
本
主
義
国
家
の

25

大
正
一
一

一
帰
着
点

）
発
行
。

』

８
・

櫛
田
、
久
留
間
両
氏
帰
朝
。

15
・

研
究
所
財
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
る
。
同
二
三
日
登
記
手
続
完
了
。
常
任
理

12

13

事
高
野
氏
、
理
事
高
田
氏
、
監
事
柿
原
政
一
郎
氏
就
任
。
ま
た
大
原
氏
は
評

議
員
を
辞
任
す
。
そ
の
他
の
評
議
員
も
自
然
解
職
と
な
る
。

一
九
二
三

１
・

山
村
、
林
、
河
西
、
丸
岡
、
八
木
沢
、
植
田
氏
ら
助
手
の
送
別
会
開
か
る
。

27

大
正
一
二

３
・
１

高
田
慎
吾
氏
海
外
留
学
決
定
し
、
所
内
送
別
会
開
か
る
。

８
・
７

『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
一
号
出
来
上
る
。

８
・

森
戸
氏
帰
朝
。

10

９
・
１

関
東
大
震
災
。
東
京
所
員
生
命
に
別
条
な
き
も
被
害
大
。
と
く
に
同
人
社
社

屋
、
研
究
所
雑
誌
等
焼
失
し
損
害
多
し

（
雑
誌
は
直
ち
に
京
都
弘
文
堂
に

。

て
増
刷
発
行
す

）。

・
４

大
内
氏
帰
朝
。

10
・

増
築
中
の
書
庫
完
成
す
。

12

18

一
九
二
四

４
・

所
内
に
図
書
閲
覧
室
を
開
設
す
。

21

大
正
一
三
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９
・

権
田
氏
渡
欧
、
宇
野
氏
帰
朝
歓
送
迎
会
開
か
る
。

13
・

同
人
社
、
匿
名
組
合
と
し
て
復
興
の
途
に
つ
く
。

11

17

一
九
二
五

７
・

細
川
氏
渡
欧
送
別
会
。

18

大
正
一
四

９
・

櫛
田
氏
東
京
在
勤
と
な
る
。

19
・
３

東
京
事
務
所
を
同
人
社
社
屋
内
に
置
く
こ
と
に
決
定
す
。

11

一
九
二
六

４
・
８

細
川
氏
帰
朝
す
。

大
正
一
五

６
・

細
川
氏
を
中
心
に
米
騒
動
関
係
資
料
の
蒐
集
を
開
始
。

７
・

『
資
料
室
報
』
第
一
号
発
行
。

７
・
６

研
究
員
総
会
開
か
る
。

９
・

高
野
氏
第
三
回
渡
欧
の
途
に
つ
く
。

19

一
九
二
七

７
・

高
田
慎
吾
氏
死
去
。

17

昭
和
二

森
戸
氏
、
高
田
氏
の
後
任
と
し
て
理
事
に
就
任
す
。

・

高
野
氏
帰
朝
す
。

11

一
九
二
八

２
・
１

岩
波
書
店
主
、
高
野
氏
に
マ
ル
ク
ス
全
集
刊
行
に
つ
き
依
頼
す
。

昭
和
三

３
・

「
三
・
一
五
事
件
」
の
余
波
を
う
け
、
研
究
所
捜
索
を
う
く
。

16

４
・

「
三
・
一
五
事
件
」
の
新
聞
記
事
解
禁
と
な
り
、
一
、
二
紙
上
に
研
究
所
存

10

廃
問
題
報
ぜ
ら
る
。

４
・

高
野
氏
、
研
究
員
に
対
し
、
研
究
所
の
永
続
を
確
保
す
べ
き
旨
所
信
を
表
明

29

す
。

９
・

五
社
連
盟
版
マ
ル
ク
ス
全
集
計
画
中
止
と
な
る
。

10
・

大
原
、
高
野
両
氏
、
所
の
存
廃
問
題
に
つ
き
協
議
の
た
め
会
見
す
。

10

30

一
九
二
九

１
・
８

委
員
総
会
に
て
存
廃
問
題
協
議
。

昭
和
四

・

イ
ン
プ
レ
コ
ー
ル
な
ど
郵
便
禁
制
品
と
し
て
押
収
さ
れ
た
旨
逓
信
省
外
国
郵

11

16

便
課
よ
り
通
知
あ
り
。

一
九
三
〇

４
・

研
究
員
総
会
東
京
に
て
開
か
る
。
調
査
室
の
設
置
、
資
料
室
報
の
発
行
、
講

10

昭
和
五

演
会
の
開
催
等
を
決
定
す
。

６
・
９

高
野
氏
発
病
入
院
す
（
翌
三
一
年
一
〇
・
二
五
退
院

。）

一
九
三
一

１
・

第
一
回
月
次
講
演
会
開
催
さ
る
。
講
演
者
森
戸
辰
男
「
我
国
に
お
け
る
女
子

13

」。

。

昭
和
六

職
業
の
範
囲
及
動
向

以
後
毎
月
一
回
各
研
究
員
が
講
演
者
と
な
り
開
催

一
九
三
二

・

森
川
隆
夫
氏
死
去
。

11

18

昭
和
七

・

委
員
総
会
高
野
所
長
宅
に
て
開
催
さ
る
。

12

23

一
九
三
三

３
・

越
智
道
順
氏
治
維
法
違
反
容
疑
で
天
王
寺
署
に
検
挙
さ
る
。

15

昭
和
八

３
・

細
川
嘉
六
氏
治
維
法
違
反
容
疑
で
伊
丹
署
に
検
挙
さ
る
。

30

４
・

東
京
に
て
委
員
総
会
開
催
。

15
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５
・
９

研
究
生
制
度
創
設
を
決
定
す
。

９
・

第
一
回
社
会
問
題
談
話
会
開
催
さ
る
（
長
谷
川
万
次
郎
氏
「
チ
ェ
ホ
フ
に
お

16

け
る
ロ
シ
ア
の
諸
問
題

。
以
後
数
次
に
わ
た
り
開
催
さ
る
。

」
）

９
・

研
究
生
室
を
設
く
。

19
・

第
一
回
研
究
生
入
所
式
挙
行
。

10

18

一
九
三
四

１
・
９

講
堂
等
別
棟
増
築
を
決
定
。

昭
和
九

４
・

増
築
工
事
落
成
す
。
研
究
所
に
社
会
統
計
学
院
附
設
さ
る
。

４
・

高
野
博
士
還
暦
記
念
学
術
講
演
会
開
か
る
。

17

４
・

第
二
回
研
究
生
入
所
式
。

20

５
・
４

第
一
回
社
会
統
計
講
習
会
に
て
高
野
氏
講
義
。

５
・

研
究
所
雑
誌
、
年
鑑
等
の
所
関
係
定
期
刊
行
物
は
、
今
後
同
人
社
に
代
り
、

15

栗
田
書
店
に
て
発
行
せ
し
め
る
こ
と
に
決
定
。

５
・

第
一
回
所
内
研
究
会
開
か
る
。
以
後
毎
月
開
催
。

31

６
・

第
一
回
ド
イ
ツ
語
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
開
講
。

29

７
・

第
一
回
社
会
事
業
講
習
会
開
か
る
。

24

９
・
６

大
島
秀
雄
氏
死
去
。

９
・

関
西
地
方
大
風
水
害
、
研
究
所
建
物
に
被
害
多
し
。

21
・
８

社
会
統
計
学
院
に
て
第
一
回
経
済
統
計
講
習
会
開
か
る
。

10
・

第
一
回
簿
記
講
習
会
開
講
。

10

16
・
５

櫛
田
民
蔵
氏
死
去
。

11

一
九
三
五

２
・
１

協
同
組
合
講
習
会
開
講
。

昭
和
一
〇

３
・

研
究
所
図
書
室
内
部
改
造
工
事
完
了
。

20

４
・

第
三
期
研
究
生
入
所
式
。

12

５
・
６

人
口
統
計
講
習
会
第
一
回
講
義
。

９
・
３

研
究
所
に
対
す
る
援
助
問
題
に
つ
き
、
柿
原
氏
、
高
野
氏
と
面
会
し
大
原
氏

の
意
向
を
伝
う
。

・
３

甲
子
園
ホ
テ
ル
に
て
大
原
、
柿
原
氏
と
高
野
氏
会
見
す
。

10
・

委
員
会
開
催
。
全
所
員
の
退
職
、
所
の
東
京
移
転
方
針
を
決
定
す
。

10

10

一
九
三
六

１
・
９

高
野
、
森
戸
、
大
内
三
氏
大
原
氏
と
会
見
、
移
転
費
、
退
職
手
当
等
に
つ
き

昭
和
一
一

協
議
。

４
・

研
究
生
送
別
会
。

30

５
・

大
原
氏
の
代
理
原
澄
治
氏
と
所
員
側
代
表
権
田
、
大
内
、
森
戸
三
氏
会
見
。

24

５
・

第
一
回
統
制
経
済
連
続
講
演
会
開
催
。

25

７
・

所
員
代
表
三
名
、
大
原
氏
代
理
人
林
桂
二
郎
氏
と
倉
紡
に
て
面
会
、
研
究
所

22

東
京
移
転
の
善
後
処
置
に
つ
き
協
議
す
。

７
・

大
原
、
高
野
両
氏
会
見
。
所
の
東
京
移
転
に
と
も
な
う
一
切
の
善
後
処
置
に

25

つ
き
覚
書
を
作
成
調
印
す
。

７
・

高
野
氏
、
研
究
所
の
東
京
移
転
を
公
表
す
。

28
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８
・
４

大
阪
に
お
け
る
事
務
打
止
め
。

・

東
京
事
務
所
の
建
物
購
入
の
仮
契
約
成
る
。

10

17
・
７

事
務
所
の
整
備
の
た
め
、
久
留
間
氏
上
京
す
。

11
・
１

大
原
研
究
所
告
別
講
演
会
、
朝
日
会
館
に
て
開
催
さ
る
。

12
・
７

高
野
氏
、
大
阪
府
庁
に
対
す
る
研
究
所
の
土
地
建
物
図
書
譲
渡
承
諾
書
に
捺

12

印
す
。

一
九
三
七

１
・

大
阪
府
・
研
究
所
間
の
不
動
産
譲
渡
契
約
書
に
正
式
調
印
完
了
す
。

29

昭
和
一
二

２
・

移
転
什
器
図
書
等
の
発
送
了
る
。

10

２
・

感
謝
・
告
別
晩
餐
会
新
大
阪
ホ
テ
ル
に
て
開
か
る
。
席
上
大
原
氏
に
肖
像
画

15

を
贈
呈
す
。

２
・

大
原
氏
主
催
の
所
員
送
別
会
、
大
阪
倶
楽
部
に
て
開
か
る
。

18

４
・

東
京
の
新
事
務
所
に
て
第
一
回
委
員
会
開
催
。

16
・

移
転
登
記
完
了
す
。
新
役
員
は
、
常
務
理
事
高
野
氏
、
理
事
久
留
間
氏
、
監

12

20

事
林
桂
二
郎
氏
。
所
長
制
廃
止
さ
る
。

一
九
三
八

１
・

日
本
労
働
運
動
史
編
集
計
画
さ
る
。

昭
和
一
三

２
・
１

大
内
氏
、
人
民
戦
線
教
授
グ
ル
ー
プ
事
件
に
て
拘
引
さ
る
。

７
・

高
野
氏
第
四
回
渡
欧
の
途
に
つ
く

（
一
二
月
一
一
日
帰
国
）

。

21

一
九
三
九

２
・

「
社
会
問
題
研
究
資
料
」
第
一
集
『
学
生
娯
楽
問
題
に
関
す
る
調
査
』
刊
行

昭
和
一
四

さ
る
。
以
下
続
刊
。

一
九
四
〇

３
・

「
統
計
学
古
典
選
集
」
翻
訳
刊
行
の
具
体
案
決
定
す
。

26

昭
和
一
五

・

委
員
会
開
催
。
寄
附
行
為
の
一
部
改
正
（
所
長
制
復
活
、
理
事
定
数
一
名
増

12

23

員
）
決
定
。
高
野
氏
所
長
と
な
り
、
常
任
理
事
に
森
戸
氏
、
理
事
に
久
留
間

氏
就
任
。

一
九
四
一

１
・

「
統
計
学
古
典
選
集
」
第
一
二
巻
『
ベ
ル
ギ
ー
労
働
者
家
族
の
生
活
費
』
刊

30

昭
和
一
六

行
。
以
下
続
刊
。

５
・
６

理
事
数
増
員
を
内
容
と
す
る
寄
附
行
為
一
部
改
正
申
請
、
文
部
省
よ
り
認
可

さ
る
。

５
・

寄
附
行
為
改
正
に
も
と
づ
き
、
高
野
氏
を
新
理
事
に
選
任
す
。

15

一
九
四
二

こ
の
年
の
秋
、
義
済
会
よ
り
寄
附
金
提
供
の
申
入
れ
あ
り
。

昭
和
一
七

『
日
本
労
働
年
鑑
』
発
行
停
止
。

一
九
四
三

１
・

大
原
孫
三
郎
氏
死
去
。

18

昭
和
一
八

４
・
１

義
済
会
よ
り
寄
附
金
受
入
れ
。

・

委
員
会
開
催
。

12

14

一
九
四
四

大
林
宗
嗣
氏
死
去
。

昭
和
一
九
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一
九
四
五

５
・

空
襲
に
よ
り
研
究
所
事
務
所
図
書
焼
失
、
土
蔵
内
の
図
書
だ
け
残
る
。
高
野

24

昭
和
二
〇

氏
宅
（
東
京
都
杉
並
区
新
町
三
二
七
）
に
仮
事
務
所
を
置
く
。

６
・

後
藤
貞
治
氏
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
て
死
亡
す
。

25

８
・

敗
戦
。

15

年

月
・
日

事
項

一
九
四
六

１
・

委
員
会
、
研
究
所
事
務
所
再
建
の
設
計
案
承
認
。

29

昭
和
二
一

４
・

高
野
氏
日
本
放
送
協
会
会
長
に
就
任
。
こ
の
春
よ
り
放
送
会
館
に
て
委
員
会

26

開
催
す
。

５
・

神
田
駿
河
台
政
経
ビ
ル
の
一
室
に
事
務
所
を
移
転
し
初
会
合
を
催
す
。

14
・
３

委
員
会
、
新
役
員
選
出
、
森
戸
常
務
理
事
、
高
野
、
久
留
間
理
事
、
監
事
は

12

翁
孝
文
氏
。
予
算
決
定
。

一
九
四
七

・
２

高
野
氏
喜
寿
祝
賀
会
文
相
官
邸
で
開
か
る
。
年
鑑
編
集
費
と
し
て
、
栗
田
書

10

昭
和
二
二

店
よ
り
研
究
所
へ
寄
附
申
出
で
。

。

、

、

、

、

・

委
員
会
に
て
予
算
決
定

役
員
に

久
留
間
常
務
理
事

高
野

森
戸
理
事

12

18

翁
監
事
を
決
定
。

一
九
四
八

７
・
６

後
藤
貞
治
氏
追
悼
会
文
相
官
邸
で
開
か
る
。

昭
和
二
三

８
・
５

「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
シ
リ
ー
ズ
」
第
一
号
発
行
さ
る
。
以
下
続
刊
。

一
九
四
九

３
・

『
労
働
資
料
月
報
』
発
行
さ
る
、
以
下
続
刊
。

昭
和
二
四

４
・
５

高
野
氏
死
亡
。

５
・

高
野
氏
追
悼
会
工
業
ク
ラ
ブ
に
て
開
か
る
。

25

７
・

法
政
大
学
と
の
合
併
問
題
に
つ
き
、
久
留
間
理
事
大
学
当
局
者
と
懇
談
。

13

７
・

法
大
・
研
究
所
合
併
問
題
打
合
会
開
か
る
。

25

７
・

研
究
所
代
表
、
法
大
野
上
総
長
と
正
式
に
合
併
問
題
を
協
議
し
、
意
見
一
致

27

す
。

７
・

合
併
に
関
す
る
覚
書
に
調
印
。

29

８
・

『
日
本
労
働
年
鑑
』
復
刊
（
第
二
二
集

。）

15

８
・

研
究
所
は
法
大
内
の
一
室
に
移
転
す
。

23
・

委
員
会
に
て
研
究
所
解
散
を
決
議
す
。

10

16
・
８

文
部
省
よ
り
解
散
認
可
あ
り
。

12

「

」

。（

）

・

経
済
安
定
本
部
の
委
託
で

労
働
力
調
査

を
実
施

五
〇
年
三
月
ま
で

10

一
九
五
〇

２
・

法
政
大
学
総
長
・
野
上
豊
一
郎
氏
死
去
。

23

昭
和
二
五

７
・
１

大
内
兵
衛
東
大
教
授
、
法
政
大
学
総
長
に
就
任
。

９
・
２

財
団
法
人
設
立
委
員
会
（
第
一
回
）
開
か
れ
る
。
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・

産
別
会
議
本
部
所
蔵
資
料
、
寄
託
さ
る
。

10

19
・
１

文
部
省
に
財
団
法
人
の
認
可
を
申
請
。

11

こ
の
年

最
近
に
お
け
る
企
業
合
理
化
と
労
働
組
合
運
動

対
象
企
業
日
本

-

鋼
管
川
崎
製
鉄
所

に
関
す
る
調
査
（
経
済
安
定
本
部
委
託
）
を
実
施
。

-

一
九
五
一

１
・
５

文
部
省
よ
り
財
団
法
人
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
設
立
認
可
さ
れ

昭
和
二
六

る
。

１
・
５

権
田
保
之
助
氏
死
去
。

３
・

『
労
働
資
料
月
報
』
二
四
号
で
終
刊
。

こ
の
年

経
済
学
辞
典
の
編
集
事
業
開
始
さ
る
。
ま
た
、
経
済
安
定
本
部
の

委
託
に
よ
り
、
戦
後
に
お
け
る
わ
が
国
の
労
働
力
構
造

対
象
企
業
倉
敷
紡

-

績
、
国
鉄
大
宮
工
場
等

に
関
す
る
調
査
を
実
施
す
。

-

一
九
五
三

１
・

研
究
所
、
新
築
の
五
三
年
館
五
階
に
移
転
。

22

昭
和
二
八

２
・

五
三
年
館
開
館
式
に
際
し
、
所
蔵
の
貴
重
書
を
展
示
。

25

２
・

『
資
料
室
報
』
創
刊
。

４
・

千
葉
県
大
原
町
で
漁
業
調
査
を
実
施
。

５
・

所
蔵
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
関
係
文
献
の
整
理
は
じ
ま
る
。

・
４

久
留
間
所
長
還
暦
祝
賀
会
。

10
・

久
留
間
所
長
、
法
政
大
学
理
事
に
就
任
。

11

こ
の
年

賃
金
の
階
層
別
変
動
と
そ
の
原
因
に
関
す
る
調
査
（
経
済
安
定
本

部
委
託
）
を
実
施
。

一
九
五
四

４
・
５

『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
三
十
年
史
』
刊
行
さ
る
。

昭
和
二
九

４
・

「
高
野
文
庫
」
設
立
の
よ
び
か
け
出
さ
れ
る
。

15

（

）

こ
の
年

常
磐
地
方
で
中
小
炭
鉱
失
業
者
の
実
態
調
査

経
済
審
議
庁
委
託

を
実
施
、
ま
た
、
水
産
庁
の
委
託
に
よ
る
漁
民
運
動
に
関
す
る
調
査
研
究
が

開
始
さ
れ
た
（
～
五
五
年

。）

一
九
五
五

４
・

「
農
民
運
動
史
資
料
」
第
一
号
刊
行
。
六
月
「
婦
人
運
動
史
資
料
」
刊
行
。

昭
和
三
〇

以
後
、
毎
年
一
冊
、
所
蔵
労
農
運
動
史
関
係
の
原
資
料
を
編
集
覆
刻
刊
行
。

こ
の
年

わ
が
国
勤
労
者
家
計
の
戦
前
と
戦
後
の
比
較
に
関
す
る
研
究
（
経

済
審
議
庁
委
託
）
を
実
施
。

一
九
五
六

こ
の
年

以
西
底
曳
網
漁
船
々
員
家
計
調
査
（
水
産
庁
委
託
）
を
福
岡
に
お

昭
和
三
一

い
て
実
施
、
ま
た
、
経
済
審
議
庁
の
委
託
に
よ
り
零
細
企
業
に
お
け
る
賃
金

そ
の
他
の
労
働
条
件
に
関
す
る
実
態
調
査
を
開
始
し
た
（
～
五
七
年

。）

日
本
農
民
組
合
統
一
派
本
部
よ
り
戦
後
農
民
運
動
関
係
原
資
料
を
寄
贈
さ
れ

る
。

故
赤
松
克
麿
氏
の
所
蔵
本
の
寄
贈
を
う
け
る
。

旧
東
芝
労
連
関
係
原
資
料
寄
贈
さ
る
。

『
経
済
学
文
献
季
報
』
の
編
集
に
参
加
。

一
九
五
七

４
・

宇
佐
美
研
究
員
、
法
政
大
学
在
外
研
究
員
と
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
。

27
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昭
和
三
七

こ
の
年

前
年
度
経
済
審
議
庁
委
託
調
査
の
継
続
と
し
て
、
三
重
県
松
阪
市

お
よ
び
桑
名
市
で
兼
業
農
家
の
実
態
調
査
を
実
施
、
ま
た
、
以
東
底
曳
網
漁

船
々
員
家
計
調
査
を
福
島
県
小
名
浜
に
お
い
て
実
施
し
た
。

一
九
五
八

２
・

『
資
料
室
報

、
第
三
種
郵
便
物
の
認
可
を
受
く
。

』

10

昭
和
三
三

こ
の
年

「
わ
が
国
の
失
業
構
造
と
そ
の
景
気
循
環
的
変
動
」
に
つ
い
て
、

経
済
企
画
庁
の
委
託
で
調
査
を
実
施
。

一
九
五
九

２
・
９

創
立
四
〇
周
年
記
念
日
。

昭
和
三
四

５
・

産
別
記
念
会
よ
り
旧
産
別
会
議
本
部
所
蔵
資
料
を
寄
贈
さ
れ
る
。

20

こ
の
年

技
術
革
新
と
労
働
の
質
的
変
化
に
関
す
る
調
査
対
象
東
京
電
力

-

の
火
力
発
電
部
門
（
経
済
企
画
庁
委
託
）
を
実
施
、
ま
た
、
日
本
労
働
協

-

会
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、
第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
わ
が
国
社
会
運
動
の
研

究
を
開
始
し
た
（
～
六
〇
年

。）

一
九
六
〇

８
・

『
月
刊
労
働
問
題
』
誌
に
「
労
働
関
係
資
料
文
献
目
録
」
の
掲
載
を
開
始
。

昭
和
三
五

９
・

「
わ
が
国
労
農
運
動
に
お
け
る
社
会
民
主
主
義
の
研
究
」
を
テ
ー
マ
に
第
一

28

回
研
究
会
を
開
催
。

・

中
野
勝
義
理
事
死
去
。

11

16

こ
の
年

中
高
年
令
層
の
労
働
移
動
に
つ
い
て
実
態
調
査
（
経
済
企
画
庁
委

託
）
を
実
施
。

一
九
六
一

３
・
１

社
会
民
主
主
義
研
究
会
で
山
辺
健
太
郎
氏
よ
り
き
き
と
り
。

昭
和
三
六

３
・
８

同
、
棚
橋
小
虎
氏
よ
り
き
き
と
り
。

３
・

同
、
加
藤
勘
十
氏
よ
り
き
き
と
り
。

13

一
九
六
二

１
・

柿
原
政
一
郎
氏
死
去
。

14

昭
和
三
七

１
・

神
山
茂
夫
氏
よ
り
き
き
と
り
。

25

４
・

大
島
研
究
員
、
法
政
大
学
在
外
研
究
員
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
。

・
６

加
藤
勘
十
氏
よ
り
き
き
と
り
。

11
・
２

細
川
嘉
六
氏
死
去
。

12
・

平
野
学
氏
よ
り
き
き
と
り
。

12

11
・

鈴
木
茂
三
郎
氏
よ
り
き
き
と
り
。

12

15

こ
の
年

中
小
・
零
細
企
業
に
お
け
る
労
働
移
動
と
労
働
力
給
源
に
関
す
る

実
態
調
査
（
経
済
企
画
庁
委
託
）
を
実
施
。

一
九
六
三

１
・

平
野
学
氏
よ
り
き
き
と
り
。

29

昭
和
三
八

２
・

志
賀
義
雄
氏
よ
り
き
き
と
り
。

27

３
・

上
條
愛
一
氏
よ
り
き
き
と
り
。

15

３
・

大
槻
政
秋
氏
よ
り
き
き
と
り
。

22

４
・
５

大
槻
政
秋
氏
よ
り
き
き
と
り
。
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４
・

柴
尾
与
一
郎
氏
よ
り
き
き
と
り
。

19

５
・

『
日
本
労
働
年
鑑
』
戦
時
特
集
版
の
編
集
執
筆
を
決
定
。

22
・

杉
山
元
治
郎
氏
よ
り
農
民
運
動
関
係
の
原
資
料
寄
贈
さ
る
。

12

こ
の
年

経
済
企
画
庁
委
託
に
よ
る
、
中
小
企
業
の
賃
金
決
定
事
情
に
関
す

る
調
査
・
研
究
を
開
始

（
～
六
四
年
）

。

一
九
六
四

７
・

創
立
四
五
周
年
記
念
講
演
会
を
大
阪
で
開
催
、
同
一
四
日
、
倉
敷
で
開
催
。

13

昭
和
三
九

８
・

長
野
県
諏
訪
地
方
で
兼
業
農
家
と
農
村
労
働
力
流
出
事
情
に
つ
い
て
実
態
調

査
を
実
施
。

・
７

東
京
で
創
立
四
五
周
年
記
念
講
演
会
開
催

（
於
紀
伊
国
屋
ホ
ー
ル
）

。

12

こ
の
年

文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
「
わ
が
国
労
働
市
場
構
造
の
綜
合
的

研
究
」
が
開
始
さ
れ
、
こ
の
後
、
三
ヵ
年
に
わ
た
っ
て

（
１
）
京
浜
・
阪

、

、（

）

、

神
・
中
京
四
日
市
各
工
業
地
帯

２

長
野
県
諏
訪
地
方
内
陸
工
業
地
帯

（
３
）
北
九
州
筑
豊
炭
鉱
地
帯
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
態
調
査
が
お
こ
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
六
五

３
・

京
浜
工
業
地
帯
の
機
械
金
属
工
業
に
お
け
る
労
働
移
動
の
実
態
調
査
を
実

昭
和
四
〇

施
。

６
・

所
内
に
労
働
問
題
文
献
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委
員
会
を
設
置
。

９
・

ズ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
『
神
の
秩
序
』
初
版
本
の
覆
刻
刊
行
。

・

労
働
年
鑑
特
集
版
『
太
平
洋
戦
争
下
の
労
働
運
動
』
刊
行
。

10

26
・

「
太
平
洋
戦
争
下
の
労
働
者
・
労
働
運
動
を
回
顧
す
る
会
」
開
催
。

12

15

一
九
六
六

２
・

北
九
州
筑
豊
炭
鉱
地
帯
で
失
業
者
の
実
態
調
査
を
実
施
。

昭
和
四
一

２
・

長
野
県
岡
谷
・
諏
訪
地
方
の
精
密
機
械
工
業
を
対
象
に
労
働
力
の
需
給
と
労

働
移
動
の
実
態
調
査
を
実
施

３
・

『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
三
六
集
刊
行
。
発
行
所
は
労
働
旬
報
社
に
か
わ
る
。

10

３
・
？

寄
附
行
為
の
一
部
を
改
正
し
、
常
務
理
事
制
を
設
け
る
。

４
・
５

久
留
間
所
長
退
任
。
新
所
長
に
宇
佐
美
誠
次
郎
理
事
が
就
任
。

９
・
１

三
宅
晴
輝
氏
死
去
。

・

大
島
研
究
員
、
法
政
大
学
常
務
理
事
に
就
任
。

11
・

四
日
市
臨
海
工
業
地
帯
に
お
け
る
労
働
市
場
に
つ
い
て
実
態
調
査
実
施

～
。（

11

一
二
月
）

・
７

暉
峻
義
等
氏
死
去
。

12
・

阪
神
工
業
地
帯
に
お
け
る
労
働
市
場
に
つ
い
て
実
態
調
査
実
施
。

12

一
九
六
七

２
・
３

杉
浦
正
男
氏
よ
り
印
刷
産
業
の
個
人
加
盟
労
組
に
つ
い
て
き
き
と
り
。

昭
和
四
二

２
・

『
日
本
労
働
年
鑑
』
編
集
準
備
の
研
究
会
を
開
き
江
口
英
一
氏
の
報
告
を
う

11

け
る
。
以
後
、
清
水
慎
三
、
上
妻
美
章
、
堀
江
正
規
、
古
賀
専
各
氏
の
報
告

を
中
心
に
研
究
会
を
開
催
。

。（

）

２
・

四
日
市
臨
海
工
業
地
帯
で
労
働
市
場
に
関
す
る
実
態
調
査
実
施

～
三
月
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２
・

港
区
南
麻
布
に
研
究
所
分
室
を
設
置
。

５
・

所
蔵
資
料
の
整
理
公
開
に
関
す
る
懇
談
会
を
開
催
。

17

９
・

『
日
本
労
働
年
鑑
』
戦
前
版
の
覆
刻
開
始
。

・
４

日
ソ
協
会
主
催
「
ロ
シ
ア
革
命
五
十
周
年
記
念
展
」
に
所
蔵
ポ
ス
タ
ー
な
ど

11

展
示
。

・
８

日
本
炭
鉱
労
働
組
合
よ
り
本
部
所
蔵
資
料
の
寄
贈
を
う
け
る
。

11
・

金
属
産
業
労
働
組
合
の
組
織
と
活
動
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
実
施
。

12
・
４

笠
信
太
郎
氏
死
去
。

12

一
九
六
八

１
・

創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
計
画
の
大
綱
を
決
定
。

24

昭
和
四
三

３
・

『
高
野
岩
三
郎
伝
』
刊
行
。

15

４
・
５

宇
佐
美
所
長
退
任
。
新
所
長
に
大
島
清
理
事
就
任
。

４
・

原
典
対
訳
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
レ
キ
シ
コ
ン

（
１

「
競
走
」
刊
行
。

』

）

30

７
・

大
原
総
一
郎
氏
死
去
。

23
・

高
野
房
太
郎
生
誕
百
年
記
念
講
演
会
お
よ
び
祝
賀
会
開
催
。

12

15

一
九
六
九

２
・
９

創
立
五
〇
周
年
記
念
日
。

昭
和
四
四

『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
蔵
文
献
目
録
』
完
成
。

３
・
６

「
日
本
社
会
運
動
史
料
」
第
一
巻
、
新
人
会
機
関
誌
刊
行
。

４
・
５

創
立
五
〇
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催
。

５
・

創
立
五
〇
周
年
記
念
講
演
会
開
催
。

22

５
・

「
社
会
運
動
の
半
世
紀
展
」
開
催
。

23

７
・

鷹
津
繁
義
氏
死
去
。

28

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
五
十
年
史

発
行

１
９
７
０
年

月
11

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所

編
・
発
行

前
の
ペ
ー
ジ
↑

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
五
十
年
史
【
目
次
】

↓
次
の
ペ
ー
ジ

大
原
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（

）

T
able

of
C

ontents

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
（

）

http://oisr.org


